
梅雨前線の活発な活動による豪雨対応状況（第１報）

水資源機構本社では、台風３号による洪水の発生に備えるため７月３日２２時

より注意態勢に入っていましたが、九州北部において梅雨前線の活発な活動によ

る猛烈な降雨が観測され、筑後川局及び朝倉総合事業所が非常態勢に入ったこと

から、水資源機構本社は５日１６時３０分に非常態勢に移行しました。

水資源機構が管理する寺内ダム（福岡県朝倉市）については、５日１４時１０

分より洪水調節を開始し、洪水流量では最大流入量毎秒約８８８立方メートルの

約９９％となる毎秒約８７８立方メートルを、総量では約１，１７０万立方メー

トルの水量をダムに貯留する洪水調節を行いました。現在も防災操作を継続して

います。これらの数値は速報値であり、今後変更となる可能性があります。な

お、臨時点検の結果、寺内ダム本体に、特段の異常がないことを確認していま

す。

その他九州管内で水資源機構が管理している施設に大きな被害は現時点で確認

されていません。

また、福岡県朝倉市周辺において、大規模な災害が発生したため、朝倉総合事

業所から、朝倉市役所に２名及び福岡県朝倉県土整備事務所に２名のリエゾンを

派遣しました。東峰村へは進入路を確認ののち、リエゾンを派遣する予定です。
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